
（4）Louis・Firmin　Julien　LAFERRIERE，Coπ鴬46伽o鉱餌捌‘召’α4雁％商加蛎Rennes，Joubert，5e

　6d，，1860，t．1，pp．33－36．

（5）　C．E．，2勉碗1851，1）醐4㎏ηαC　D．1951．」．589．

（6》　C．E．，ヱ9声∂角1909Aδδ60」勿ガ％D．1910．3．121．
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シェイクスピアの時代の「政治」観
The　View　onヒPoliticsンin　the　Age　of　Shakespeare

　塚　田　富　治

Tsukada　Tomiharu

　わたしがここで問題にしたいのは「政治思想史研究の対象としてのシェイクスピアの時代の魅

力と可能性」である。シェイタスピアの時代は、それまでのどの時代にも優って「政治」が人々

の関心や思考を支配する時代であった。「政治」は人々が熱中して見物するペイジェントにおいて

重要な主役の一人として登場した。たとえば1579年、青年王ジェイムズをエディンバラに迎える

ペイジェントにおいて、正装した徳高い貴婦人の姿をとった「政治」Policieは、「平和」Peax、

「正義」Justice、「豊穣」Plentieと共に王を迎え、祝福の言葉を述べた、と伝えられる（1〕。他方

で「政治」は当代の人気劇作家の手によって、観客の失笑や批判を引き出す格好の的として舞台

上で論じられもした。シェイクスピアは劇中の人物に「政治なんか大嫌いだ。政治家なんかにな

るよりは、過激派の坊主になる方がまだましだ。for　policy　I　hatel　I　had　as　lief　be　a　Brownist

asapolitician」（2》と語らせ、またキッドは「政治」を陰謀家が暗殺のために雇った者を口封じの

ために始末する策略として描く（3）。このように「政治」はときに人々の期待を浴び、またときに強

い反感を誘いながら、あらゆる階層に属する多数の人々の前に現われたのである。

　「政治」に対する関心は世俗の領域に限られることはなかった。いまだ社会の中で大きな影響

力をもっていた教会人や神学者によって、宗教が「政治」の影響下に置かれるという危機感に支

配された数多くの説教や論争書がこの時期に著わされた。たとえばカソリッタの国教忌避者は

「キリスト教信仰が政治に役立つ限りにおいてだけ認められる」（、〕状態を厳しく批判し、また危機

感の裏返しとしてプロテスタントの聖職者は、「政治」が女主人である宗教に仕える侍女であり、

忠実な召使いであるべき（5）、と執拗に説いた。このようにプロテスタント，カソリックの区別なく
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「政治」は多くの聖職者の心をとらえて離さなかったのである。

　とりわけ「政治」の時代ともいえるこの時期を象徴するものは、「政治」という言葉をタイトル

とした書物が数多く出版されていたことである。『政治の道徳的方法』、“40雇ハ4ε云ho46げ6ガ∂吻

Pol観6（1576）、『政治の城』7hεCαs≠」8，0γρ」‘伽泥φPoi碗y（1580）、『政治学六巻』S初Boo舵s

げPoZ薦oた6s　o7α〃〃Po6師麗（1594）、『政治の鑑』Thε餓7”躍げPoJ薦6（1599）、『政治の

手口』丁肋P形漉66げPoJ勿（1604）、『政治の手引き』Th6S6hool6げPolJめ6（1605）などが

その例である。外国語からの翻訳を数多く含むこれらの書物は、視点は様々に異なるとはいえ、

「政治」そのものをテーマとしていた。その他にも統治論、統治者論、そしてコモンウェルス論

の中で「政治」は中心的なテーマとして論じられるようになるのである。

　以上のような例が示すようにシェイタスピアの時代はすぐれて「政治」の時代であった。著名

な英文学研究者は、「政治」がエリザベスの時代のライト・モチーフである、とさえ断定している

のである。このように言われながらも、シェイクスピアの時代を対象とした政治思想史研究の中

で、「政治」を分析の中心に置く作品は全く見ることができない。そもそもこの時代はその前後の

時代、すなわちモアの時代、そしてピューリタン革命、ホッブズ、ロッタと続く時代に較べて、

研究者の関心が向けられることが圧倒的に少ないのである。その主要な原因としては、この時代

が政治思想史上の古典といわれる作品をほとんど生み出さず、また後の時代に大きな影響を及ぽ

すような政治的事件を見なかったことなどが挙げられよう。『ユートピア』や『レヴァイアサン』

に匹敵するような作品をわれわれはこの時期に見つけることができない。先に示した「政治」に

ついての数多くの作品も現在ではほとんど読まれることはないのである。

　しかし大思想家中心、大作中心、また大政治的事件中心という余りにも長い間、政治思想史研

究者をしばりつけてきた一現に今でもその傾向は圧倒的に強いが一一偏見から離れてシェイク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ
スピアの時代を見るならば、それは研究の対象として尽きることのない可能性とぞくぞくするよ

うな魅力をもった時代であることに気付くだろう。たとえばわれわれは、様々な階層に属する多

くの人々の関心を集め、議論の対象となった「政治」とは、その時代に生きた人々にとっては何

であったのだろうか、あるいは人々は「政治」をどのように見ていたのであろうか、というきわ

めて刺激的な問題を設定することができ、しかもペイジェントや演劇の脚本から「政治」そのも

のを対象とした作品に至るまで、その問題を解くための豊富すぎるほどの材料をもっているので

ある。

　さてこの材料について、気付いたことをここで少し論ずることにしよう。政治思想の歴史の中

での独創的なもの、あるいは新しいもの　　たとえば「近代」を導くものといった　　をではな

く、普通の人々が「政治」をどのように見ていたかを明らかにしようとする試みにおいては、お

そらくその没個性、非近代性、あるいは翻訳書ということから、これまでの政治思想史研究にお

いてはほとんど正当な扱いをうけてこなかった上記の「政治」を直接の対象として論ずる作品は、

まさにそうした理由によってシェイクスピアの時代の「政治」についての議論をありのままに知

る上で貴重な資料となるであろう。

　そしてこの時期の政治思想史研究の資料についてとりわけ注目してよいのは、「政治」について

論じた諸外国の作品がこの時期に数多く翻訳、出版され、イギリスの人々に読まれたということ

である。すなわちシェイタスピアの時代には、徳に基づく統治を説く倫理的性格の強い作品から、

現実の状況への適応のための格率を教える現実主義的な作品に至るまで、多種多様な政治論が翻

訳、出版されたのである。現代においても政治思想史上の古典的な作品として知られるリプシウ
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スの『政治学六巻』、マキアヴェリの『戦略論』丁肋・4吻φ肱776（1560－62）、や『フィレン

ツェ史』丁舵F！076競n6H獅o吻（1595）、ジァンティエの『良き統治の方法について』・4D競o％猟s6

ゆon’hε〃θ伽召sげωεJ　Goびθ7ηJn8（1602）、そしてボダンの『国家論六巻』ThεS㍍βoo舟εsφ

αCo卿窺oη麗碗（1606）などは代表的な例にすぎない。現代ではほとんど顧みられなくなっては

いるが、その他にも数多くの政治論が翻訳され、読者の「政治」に対する見方や議論の性格の形

成に大きな影響力をもつことになるのである。さらにその英訳出版は1640年にまで待たねばなら

なかったとはいえ、マキアヴェリの『君主論』の熱心な読者がこの時代にすでに存在したことを

つけ加えておかねばならない。

　正確な統計はさておくとして、この時期のイギリスにおける「政治」についての議論は、スミ

スやベイコンなどの土着の思想家の作品よりもむしろ、翻訳書によって影響されていたと言って

も言い過ぎではないであろう。そこにはヨーロッパの政治論の主要な潮流が流れこみ、いわば初

期近代ヨーロッパ全体の政治論の縮図のような状態が出来上がっていたのである。イギリスにお

いて人々の「政治」に対する関心を活発な議論にまで高めていった重大な要因は、こうした外国

からの政治論の積極的な受容だったのである⑥。

　かつてわたしは、自分の貧しい研究成果の言い訳として、わが国における第一次資料の決定的

な入手困難を示唆して、「筆者の研究成果は、いわば貧しい家庭の主婦が台所にあるありあわせの

材料で作り上げた貧しい料理のようなものかもしれない」と書いたことがある。しかし16、17世

紀のイギリスの文献についての初歩的な書誌学的知識をもっている人ならば、すぐにわたしの言

い訳が単に資料調査、研究における怠惰、あるいは無知を糊塗しているにすぎないことを見破っ

たはずである。数年前のわたしの怠惰と無知を白日の下にさらすことになるが、現在この国には、

ありあわせどころか、一生をかけても使いこなせないほどの新鮮な資料、つまり一次資料が存在

し、しかもそれらは、ときにはほかの国におけるよりもきわめて容易に利用可能なのである。恥

の上塗りとなることの恐れと企業秘密を守るという意図からこれ以上のことを書くのは控えてお

こう。ともあれわたしは以上で述べてきたような問題設定に従い、そして尽きることのない資料

に悪戦苦闘しながら研究をつづけているところである。
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る幅広いものであった。このことは全体としてみるならばこの時代のイギリスが文化的にみてヨーロ

ッパの後進国であったこと、少なくともそこに住む人々の自意識はそうであったことを物語るもので

あろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一橋大学社会学部助教授）

　「トレヴーの辞典』
Sur　le　Z万o蕗oηnαズ泥46　T〆6びo観

佐　野泰雄
　Sano　Yasuo

　社会科学古典資料センターに入って左を見ると、革装の二折版の古書が背表紙に金の文字を輝

かせてガラスのケースに勢ぞろいしている。これらの書物はフランス18世紀の辞典類で、べ一ル

BAYLEの『歴史批評辞典』全5巻（1734年版）、ディドロ／ダランベールの『百科全書』本文全

17巻（1751－1765年）、図版全11巻（1762－1772年）、補遺全4巻（1776－1777年〉、索引全2巻（1780

年）、『トレヴーTr6vouxの辞典』全8巻（1771年版）を数え、やはりそこに配架されているデュ

ヴェルヂェDUVERGIERの法令集（八折版、全60巻、索引2巻〉を含めて、同センターに所蔵さ

れる資料の豊かさを窺わせる内容である。

　フランスの古典期のテタストを読む場合、これらの辞典はいずれもそのコン・テタストを示し

得る、ないしはプレ・テクストとしてそれに紛れ込んでいる可能性がある故に非常に役に立つこ

とが多いのだが、テタストの一義的な意味の読解ということになると、これら三種の書物のうち

言葉の辞書である色彩の最も濃い『トレヴーの辞典』の有用性が抜きんでている。

　では同時代人から「われわれの国語が持つもっとも広範で完成されたもの（、）」と言われた、この

『トレヴーの辞典』（初版1704年二折版全3巻）はどのようにして生まれ、どのように時代と関わ

ってきたのだろうか。

　フランス語の辞典がそれまでのラテン語・俗語対訳難語解説集の域を脱して、今日われわれが

使う意味での辞典の形を取り始めたのは16世紀のことである。16世紀といえばフランス・ルネッ

サンスの世紀であり、法律文書にフランス語の排他的使用を義務づけたヴィレ・コットレVillers－

Cotterδts王令（1539年〉にみられるように国語としてのフランス語が意識され始めた時代である

から、この時期にフランス語の辞典編纂法が新たな転換期を迎えたことはむしろ自然なことであ

った。ロベール・エチエンヌRobert　ESTIENNEが上記王令の布告と同年1539年に著した『仏羅

辞典Dictionnaire　frangais－latin』、最初のフランス語辞典と言われる、ジャン・ニコJean　NICOT

の『フランス語宝典　Tr6sor　de　la　langue　frangaise』（1606年）がこの時期を代表するものであ

ろう。

　続く17世紀はよく知られているように、フランス語の規範化が行なわれた時代である。その総

括を行なうかのように世紀末に大辞書が三種現われる。リシュレRICHELETの『フランス語辞

典Diもtionnairefrangais』（1680年〉、フユルチエールFURETIEREの『総合辞典Dictionnaire

universel』（1690年）、『アカデミー・フランセーズの辞典Dictionnaire　de1’Academie　frangaise』

（1694年）がそれである。競合するこれらの辞典はその内容を異にしている。まずリシュレのそ
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